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地震発生 

安全確保 

安否確認 

避難誘導 

学 校 

〇学校対策本部設置 

・児童生徒の乗車人数、安否確認。 

・児童生徒引き渡し時間、場所等決定し、保

護者に連絡。 

・バスに連絡し、対応を指示。 

ゆ   れ   が   お   さ   ま   る 

介助員 運転手 

〇児童生徒に指示 

・姿勢を低くする 

・頭を守る 

・動かない 

・エンジンを停止。 

・ドアロックをせず車内で待機。 

・ラジオ等で災害の状況を把握。 

〇避難場所、避難方法確認。 

・児童生徒のけが、健康状態確認。 

・児童生徒の健康状態等を学校に連絡し、グ

ラウンドへ避難誘導するか指示を受ける。 

〇安全確認 

・車内から周辺の状況を確認。 

・カーラジオ等で災害の状況等を確

認する。 

〇バスへの応援 

・安全を確保しつつバスへの応援に向かう。 

・介助員と連携し児童生徒を避難誘導する。 

〇避難指示 

・手をつなぎ一緒に避難する。 

・運転手さんのうしろをついて行く。 

 

・先頭を歩き、避難誘導する。 

・周囲の安全確認をしながら誘導する。 

・応援に来た教職員と連携して避難

誘導する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否確認 

安全確保 

・現況を学校本部に伝え、指示を仰ぐ。 

・津波など二次避難の必要性がないか

検討する。 

・避難場所に到着したら、安全な待機場

所を確保する。 

 

・避難場所に到着したら、児童生徒

のけがや健康状態を把握する。 

・児童生徒のけがや健康状態を確認する。 

・応急処置を要する場合は必要な対応を

する。 

・児童生徒の安否、けがや健康状態を

把握する。 

 

・周囲の状況を把握し、安全を確保する。 

・ラジオ等で災害情報を確認する。 

・教職員、介助員と連携し、児童生徒

の安全を確保しつつ保護する。 

・引き渡しカードを発行する。 

・危険を伴う恐れがある場合は、保護者

と児童生徒を留まらせる（事前に通

知）。 

・児童生徒が不安にならないような

声掛けをし、安全に保護する。 児童生徒引き渡し 

・児童生徒全員の保護者への引き渡しを確認し、学校に報告し、指示を仰ぐ。 
事後対応 


